
令和５年度 大田市総合的な人口減少対策事業
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【配布資料】

令和6年3月30日
13:30～16:00

島根県立男女共同参画センター あすてらす
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■13:30～
開 会 事業概要等の説明

■ 13:40～14:15
第1部 調査分析結果の報告
・大田市の人口推計結果等について
・各種アンケート調査結果について
・全国の事例紹介

■ 14:15～14:25
休憩

■ 14:25～15:00
第2部 調査検討委員会の報告
・委員会内での主な意見とその集約結果
・アクションプランの提案

■ 15:00～15:55
第3部 パネルディスカッション

■ 15:55～
閉 会

プログラム
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一般社団法人 持続可能な地域社会総合研究所
所長 藤山 浩

第1部 調査分析結果の報告

１．人口シミュレーション～大田市全体と他自治体比較
２．地区別人口分析と現場ヒアリング
３．各種アンケート調査結果（ハイライト版）
４．全国の関連事例紹介

人口32,487人、高齢化率41.1％（75歳以上23.2％）
主力世代＝60代後半～70代前半
この5～10年で、次世代定住と地域ぐるみ福祉を。

①現在の年齢構成 ＊2018～2023年の
住民基本台帳に基づく

１．人口シミュレーション～大田市全体と他自治体比較
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② 年齢階層別の人口増減率（2018～2023年）

10代後半～20代の流出超過（特に女性）をその後十分に
取り戻せていない。かなり急激な少子化が懸念される。
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（２）将来予測＜現状推移シナリオ＞2018～2023年版

このまま何もしないと人口減少・高齢化が急速に進行
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②小・中学生の人口予測（現状推移シナリオ）
2018～2023年版

小・中学生数は、20年で半減近くまで減少するペース。
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（３）組み合わせ安定化シナリオ・20代後半女性を追加

３世代の定住増加を30組に抑えた上で、20代後半女性の
定住を増加させた場合を考える。

●出 生 率： ２．２９に段階的に向上（現在1.62）

●流 出 率：10代後半～20代前半の流出率は
男１７％⇒９%、女２８％⇒１４%とする。

●定住増加目標：
現在人口の０．７％（１４３人に１人）

20代前半男女１組（２名） ３０組
20代後半女性 10人
30代子連れ夫婦１組（３名） ３０組
60代定年帰郷夫婦１組（２名） ３０組

合計
１００組
２２０人
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①今後の人口
・高齢化率予測

②小・中学生
の人口予測

28,000人

台でほぼ
安定

回復、増
加へ
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【男性】人口増減グラフ_大田市
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■大田市におけるこれまでの人口増減数【男性】（国勢調査より）

100人を基準とし
て算定

出生 幼少期 進学・就職期 結婚・出産期 子育て期

子連れ世帯の流
入は以前からあり

進学・就職期に
おける急速な流

出 年代が下るにつ
れて、取り戻し
が弱くなる傾向
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【女性】人口増減グラフ_大田市

1980年時点 1985年時点 1990年時点 1995年時点
2000年時点 2005年時点 2010年時点 2015年時点

100人を基準とし
て算定

男性より女性の方が
取り戻しが弱い

女性の方がより減少
している

■大田市におけるこれまでの人口増減数【女性】（国勢調査より）

出生 幼少期 進学・就職期 結婚・出産期 子育て期
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■算出結果（大田市） 大田市における人口再生産
率については、2015年は0.85、
2020年は1.20となっており改
善はしているが、人口が置換
可能な水準である「2」には到
達していない。
最もマイナスに寄与している
のは、15～19歳-20～24歳女
性人口変化率である。
つまり、出産期以前におけ
る流出超過の累積が少子化・
人口減少の一番の要因となっ
ている。

※対数変換による数値のプラスマイナスを表現するため、ここで
の合計特殊出生率は、子ども女性比に2を掛けた数字としている。■データの諸元

人口再生産率
0〜4歳-5〜9
歳女性人口変
化率

5〜9歳-10〜
14歳女性人口
変化率

10〜14歳-15
〜19歳女性人
口変化率

15〜19歳-20
〜24歳女性人
口変化率

20〜24歳-25
〜29歳女性人
口変化率

25〜29歳-30
〜34歳女性人
口変化率

30〜34歳-35
〜39歳女性人
口変化率

合計特殊出生
率

2015 0.853507453 0.028529146 -0.03712052 -0.21916398 -0.60381849 0.116146141 -0.02787492 -0.0313462 -0.07689936
2020 1.201736431 0.063397245 0.003125112 -0.2113138 -0.58053304 0.194159544 0.032205781 0.051158785 -0.06157928
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2015年の状況 2020年の状況

人口循環率寄与度
（対数値） 人口循環率、要因の見える化

0〜4歳-5〜9歳女性人口変化率 5〜9歳-10〜14歳女性人口変化率 10〜14歳-15〜19歳女性人口変化率
15〜19歳-20〜24歳女性人口変化率 20〜24歳-25〜29歳女性人口変化率 25〜29歳-30〜34歳女性人口変化率
30〜34歳-35〜39歳女性人口変化率 合計特殊出生率 人口再生産率
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順位 地域名 割合
1 ⻑久 0.7%
2 大森 -0.5%
3 大田 -2.4%

順位 地域名 割合
1 池田 -23.5%
2 大屋 -19.8%
3 富山 -18.7%

上位3位

下位3位
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２．地区別人口分析と現場ヒアリング

順位 地域名 割合
1 大田 32.4%
2 ⻑久 33.4%
3 久手 38.4%

順位 地域名 割合
1 大屋 62.7%
2 ⾺路 59.8%
3 井田 59.1%

”率の低い”順

”率の⾼い”順
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順位 地域名 割合
1 祖式 10.0%
2 大森 5.7%
3 大代 4.9%

順位 地域名 割合
1 大屋 -13.3%
2 富山 -11.6%
3 宅野 -11.0%

上位3位

下位3位
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順位 地域名 割合
1 ⾺路 66.7%
2 久利 18.4%
3 宅野 14.3%

順位 地域名 割合
1 大国 -88.9%
2 五十猛 -80.4%
3 朝山 -77.8%

上位3位

下位3位
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順位 地域名 割合
1 大森 68.0%
2 祖式 22.7%
3 福波 21.9%

順位 地域名 割合
1 大屋 -50.0%
2 池田 -42.0%
3 水上 -37.1%

上位3位

下位3位

17

順位 地域名 割合
1 大森 53.8%
2 ⾺路 50.0%
3 志学 44.4%

順位 地域名 割合
1 大屋 -45.5%
2 朝山 -38.5%
3 富山 -33.3%

上位3位

下位3位
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２－①人口動態について

２．大森地区のヒアリング結果

進学や就職を機
に県外等へ流出

中村ブレイス、群言堂の影響が大きい
・就職を機に流入（寮がある）
・会社で空き家を購入し改修して賃貸し、
流入（社員以外の一般の人も対象）
・Iターン者中心

定年退職後にU・Iターン
Uターン理由は親の面倒を
見る、ふるさとに帰る

移住の連鎖

子どもの進学を機に
生活環境を考え流出

＊過去にも先住移住
者を頼って移住して
きた例がある
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大田市
大森地区

（一社）石見銀山みら
いコンソーシアム

・防災部会
・教育部会
・福祉部会
・観光部会

より広域を活動範囲とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ

より小さなコミュニティ（自治会等）と同等の
範囲を活動範囲とする団体

より小さなコミュニティ（常会等）と同等の範
囲を活動範囲とする団体

大森まちづくり協議会
・総務部
・地域振興部
・福祉部
・文化部

￥

⺠⽣委員
3

消防団
（大森分団）

大森町自主防災会

中村ブレイス

￥

班

23年6月時点
市社協

34

大森さくら保育園

大田第三中学校

児童委員1 ￥

すずきファーム
有機野菜、ブルーべーリー＾

1

群言堂

6B

ヒダカ

（株）おおもり

Café住留

釜野屋

カフェ・飲食店

森のどんぐりクラブ

企業

大森まちづくりセンター

大森地区社会
福祉協議会

銀山自治会
上佐自治会
羅躊自治会
駒の足自治会

新町自治会
昭和自治会
宮ノ前自治会
下佐摩自治会

大森町自治会協議会

おおもり

交通対策協議会

白銀会
（老人クラブ）

福石庵

Zuient

道楽

ゆずりは 他郷阿部家

中田商店 有馬光栄堂

宿泊施設

商店

石見銀山大田ひと・まちづくり事業協同組合

大森小学校

NPO法人石見銀
山いくじの会

放課後児童クラブ

まちを楽しくする
ライブラリー

幼児・小学生の親子向けサロン

石見銀山ガイドの会

大森町文化財保存会

島根県立大学サテ
ライトキャンパス

立ち上げ準備中

￥

大森観光開発協会 大森町体育協会

地域運営組織
を目指し活動

助け合い協議会
健康⻑寿を目指し
サロン等を行う

サポート

子育て支援事業

￥

一時預かり、保育留学

空き家
活用

大学
調査・研究
のため通う

運営

アンボア

レンタサイクル河村

たまるや商店

商工振興会

観光関連施設
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３－①人口動態について

３．池田地区のヒアリング結果

子どもの小学校入学
を機に流出

進学や就職を機に県外
等へ流出し、戻らない

＊3年前くらいから30代の子育
て世帯が大田町内へ転居す
る傾向がある

少数だが、Uターンより
Iターンが多い
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大田市
池田地区

より広域を活動範囲とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ

より小さなコミュニティ（自治会等）と同等の範囲を
活動範囲とする団体

より小さなコミュニティ（常会等）と同等の範囲を活
動範囲とする団体

池田地区まちづくり推進
協議会

・総務部
・地域振興部
・福祉部
・教育文化部

￥

民生委員

4

直売所
（はらっぱ市）

消防団
（池田分団）

自主防災組織

緑建設

￥

ファーム浮布

和志楽農イケダ

班

23年6月時点
市社協

1

34

池田保育園

川合小学校

児童委員
1 ￥

きのっ子村

コメ

ソバ
白ネギ

きのこ

1

小谷建設

梶谷建設

復建調査設計

前島電工

さわらび苑 アイティシィ

ガソリンスタンド

中田商店

飲食店 商店

飯田電器 文化祭
実行委員会

建設・土木・
設備関係

特養

池田まちづくりセンター運
営委員会

池田まちづくりセンター

￥￥

池田集落協定
運営委員会

池田地区社会
福祉協議会

池の原自治会

高利自治会

定自治会

小田自治会

大江自治会

町自治会

西田自治会

槇原自治会

野畑自治会

奥原自治会

小屋原自治会

旧池田村

旧小屋原村

小屋原上

（中山間協定団体・多
面的受取団体）

多面的機能直払
受取団体

5

池田地区自治会連合会

山の駅さんべ

（株）necco

女性グループ

￥

￥ ￥

川合小PTA

大田市三瓶土地改
良区池田支部

大田市三瓶町土地
改良区

農村RMO事業

小屋原営農組合

池の原施設利用
組合 3⼾程度の機械共

同利用

ソバ

農地の担い手

交通対策協議会

スイーツづくり 池田すこやかク
ラブ

民生児童委員
協議会

池田興友会

池田祭友会

三瓶そば振興協議会

三瓶米こだまネットワーク

小屋原長寿会

やましろ屋
川魚の養殖
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１．市民アンケート調査結果について

【実施概要】
 実施月

• 2023年7月～8月

 調査対象

• 18歳以上45歳以下の市民6,964人

• ただしパートナーがいる世帯はどちらか片方のみ回答

 回収数

• 回収数：959票 （参考）パートナーのいる方が3,600人だった場合の回収率：18.6％
⇒回答者の判断により、事実婚であってもパートナーありとみなして回答可能なものとしていたため、正確な回収率は算定不可

世帯人員換算での回収数

調査票A=377×4人=1,508

調査票B=84×2人=168

調査票C=48×3人=144

調査票D=450×1人=450

計 2,270人

調査対象カバー率：3割
※本アンケート調査によって、
調査対象をカバーした率

ポ
イ
ン
ト
１

10
代
後
半
か
ら
40
代
半
ば
を
対
象

調
査
カ
バ
ー
率
の
推
定
は
３
割
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３．各種アンケート調査結果（ハイライト版）

■パートナーがいない方の結婚の意向 （n=498）
ひとり親の約2割は結婚の意向があるものの、約3割は結婚の意向が無く、理想的な相手の有無に依存

した場合も含めると約6割が結婚を考えていない。
一方で、独身者（パートナーと子どもを持たない方）については、約3割は結婚に対して消極的である。

［独身（子あり）世帯 n=48］

結婚の意向

［独身（子なし）世帯D：パなし、子なし n=450］

約3割は結婚に対して消極的

約6割で「積極的な」結婚の意
思がある

結婚に対して中立的意向を持
つ方も多い

ポ
イ
ン
ト
２

独
身
子
な
し
の
方
で
は
６
割
が「
積
極

的
な
」
結
婚
意
志
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■結婚に対する不安 （ n=498 ）
結婚に対する不安として、独身（子あり）世帯は「子どもが既にいる」が最も多い。
一方で、独身者については、経済的余裕に関することや子育てに対する責任がそれぞれ多くなっている。

「相手親族との関係構築」は両者に共通する不安として挙げられている。

［独身（子あり）世帯 n=48］ ［独身（子なし）世帯 n=450］

ポ
イ
ン
ト
３

結
婚
へ
の
不
安
は
、
経
済
的
余
裕
、
子

育
て
責
任
、
自
分
の
生
活
、
相
手
親
族
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■現在のパートナーといつ・どこで出会ったのか （ふたり親世帯、n=461）

パートナーとの出会いについて、「友人や知人からの紹介」「学生の頃からの知り合い」が多い一方で、
婚活サービスの活用や婚活パーティー、お見合いなどの結婚活動の場での出会いは少ない。

［パートナーとの出会い］

パートナーとの出会い

［パートナーと出会った場所］

婚活サービスでの出会いと、
結婚活動の場での出会いは少ない 出会いの場は市内及び市外とも

に
約半数ずつ存在【市外での出会い】

①夫が基本的に大田市、妻はIターンのパターンが多い。
②夫婦ともにIターンできたのパターンが2番目に多い。

【市内での出会い】
①夫婦ともに大田市内のパターンが多い。
②夫がUターンしてきた、妻が基本的に大田市のパターンが2番目に多い。

ポ
イ
ン
ト
４

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
会
い
は
、
友
人
の

紹
介
が
ト
ッ
プ
、
場
所
は
市
外
が
半
数
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子育て世帯に関して、より詳細な傾向を把握するため、アンケート結果から得られたデータを用いて、以
下の通りに分類した。

子育て世帯の属性と子どもの状況

■子育て世帯の分類 （子あり世帯 n=425）

［子育て世帯の区分割合］

【子育て世帯の区分】
 共働き世帯
 専業主婦（夫）世帯
 多子世帯
 ひとり親世帯

※専業主婦（夫）世帯の定義は、本アンケートの勤務形態を問う設問において、夫婦どちらか片方が「未就労」となっている世帯を抽出してい
る。

子育て世帯
全425世帯

ポ
イ
ン
ト
５

子
育
て
世
帯
の
平
均
像
は
、
ふ
た
り
親
、

共
働
き
、
子
ど
も
人
数
１
～
２
名
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11件,44.0%

16件,44.4%

10件,34.5%

17件,40.5%

2件,12.5%

5件,20.0%

8件,22.2%

6件,20.7%

11件,26.2%

3件,18.8%

8件,32.0%

9件,25.0%

11件,37.9%

8件,19.0%

8件,50.0%

2件,5.6%

5件,11.9%

2件,12.5%

1件,4.0%

1件,2.8%

2件,6.9%

1件,2.4%

1件,6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.利用できる曜日

2.利用できる時間帯

3.利用できる日数

4.支援の内容

5.その他

1.とても満足 2.やや満足 3.普通 4.やや不満 5.とても不満

■一時預かりについて
［利用有無］ ［利用頻度］ ［満足度］

【その他】
慣らし保育として利用

公的な子育て援助について

［満足度に対する理由］

ポ
イ
ン
ト
６

公
的
な
子
育
て
援
助
に
つ
い
て
の
満
足

度
は
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
高
い
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そのほか、「延長保育」「病児保育・病後児保育」「子育て支援センター」「放課後児
童クラブ」「ファミリーサポートセンター」についても共通した傾向となっている。



1.いる 2.いない 無回答

共働き世帯 82.3% 15.0% 2.7%

専業主婦（夫） 83.3% 16.7% 0.0%

多子世帯 88.7% 9.6% 1.7%

ひとり親世帯 70.8% 25.0% 4.2%

■月1回以上子育て支援する方の有無 （子あり世帯 n=425）

［子育て支援者の有無］

月1回以上子育て支援する方の有無について、いると回答した方は約8割となっている。

［子育て支援者属性の内訳 複数回答可］

子育てのサポートは、そのほとんどが血縁者
による支援となっている

家族・友人による子育て援助について

［子育て世帯属性別の状況］

ひとり親世帯に関して、支援者がいると答え
た割合が低い

ポ
イ
ン
ト
７

子
育
て
援
助
の
主
力
は
、
祖
父
母
。

た
だ
し
、
い
な
い
世
帯
も
２
割
弱

1.いる 2.いない 無回答

共働き世帯 82.3% 15.0% 2.7%

専業主婦（夫） 83.3% 16.7% 0.0%

多子世帯 86.7% 11.7% 1.7%

ひとり親世帯 70.8% 25.0% 4.2% 41

■月1回以上子育て支援する方の有無 （子あり世帯 n=425）

［子育て支援者の有無］

1.いる

342

80.5%

2.いない

70

16.5%

無回答

13

3.1%

月1回以上子育て支援する方の有無について、いると回答した方は約8割となっている。

332

52

13

0 50 100 150 200 250 300 350

祖父母

兄弟姉妹

友人・知人・その他

［子育て支援者属性の内訳 複数回答可］

子育てのサポートは、そのほとんどが血縁者
による支援となっている

家族・友人による子育て援助について

［子育て世帯属性別の状況］

ひとり親世帯に関して、支援者がいると答えた
割合が低い

29

1.家事
2.保育園、学校、部
活、習い事等への送迎

3.発熱時や傷病時の
対応

4.一時的な預かり 5.その他

1.同居 83.0% 60.2% 63.6% 31.8% 5.7%

2.別居（大田市内） 27.8% 45.4% 41.7% 65.3% 4.2%

3.別居（大田市外） 17.9% 17.9% 50.0% 60.7% 10.7%

■祖父母について
［支援者との居住の関係］ ［支援頻度］

［支援内容］

祖父母は子育てにおいて、頻度
の多さ、内容の充実が見られるこ
とから、大変重要な役割を担って
いることが分かる。

［クロス集計：居住関係別支援頻度］

［クロス集計：居住関係別支援内容］
居住関係が近
いほど、より充
実した支援が行
われている。

ポ
イ
ン
ト
８

祖
父
母
の
援
助
は
、
同
居
や
距
離
が
近

い
ほ
ど
、
頻
度
や
密
度
が
高
い

30



■職場での各種支援策 （子あり世帯 n=425）

職場で休みが取れるかどうかについて、ほぼできるという回答は約4割、忙しい時期を除いて出来るとい
う回答も含めると約7割となっている。

職場での子育て支援制度として最も多かったのは、「産休、育休制度」であり、次いで「子の看護休暇」、
「育児のための時短勤務」となっている。

［職場で休みが取れるか］

子育てに関する職場の状況

［職場の子育て支援制度の有無］

制度的、ハード的支援な充実が見られている一方で、職場によっては不十分なところもあるとみ
られ、対応すべき余地があるとみられる。

約2割が職場

で休みを取り
ずらい環境と
なっている

ポ
イ
ン
ト
９

２
割
の
男
女
回
答
者
が
休
み
が
取
り
に

く
い
と
回
答

31

1.ほぼできる 2.忙しい時期以外はできる3.できないことが多い 4.ほぼできない

妻 210 87 16 6

夫 94 119 53 53

回答しない 5 2 1 2

不明 0 0 0 0

合計 309 208 70 61

■子育て世帯の属性別クロス集計 （子あり世帯 n=425）

［共働き世帯のうちの夫婦別 n=648］

約3割の夫が出来ないと回答しており、男女で差がみられる。

［妻の状況］ ［夫の状況］

ポ
イ
ン
ト
10

休
み
の
取
り
に
く
さ
に
は
男
女
差
あ
り
。

男
性
で
は
３
分
の
１
が
困
難
と
回
答

32



■子育てをしていて困っていること （子あり世帯 n=425）

子育てをしていて困っていることとして最も多かったのは、「お子様と一緒に遊びに行ける場所がない
（少ない）」であり、次いで「自分だけの時間が確保できない」、「お子様を同年代の子と遊ばせる機会がな
い（少ない）」となっている。

子育てに全般に関して

［子育てをしていて困っていること］

・遊び場の不足を挙げている回答が多い

・また、同年代同士と遊ぶ機会が不足し
ているとの回答も多い

次ページにて
詳細に分析

ポ
イ
ン
ト
11

子
育
て
の
悩
み
は
、
遊
び
に
行
け
る
場

所
、
同
年
代
交
流
、
自
分
時
間
確
保
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■子育てに必要なこと
子育てに必要なこととして最も多かったのは、「お子様の就学にかかる費用が軽減される」であり、次い

で「教育環境の充実」、「自然と触れ合う体験活動などお子様が勉強や部活以外で体験できる活動を充実
させる」となっている。

［子育てに必要なこと］

ポ
イ
ン
ト
12

子
育
て
支
援
で
は
、
就
学
費
用
、
教
育

環
境
、
自
然
体
験
な
ど
幅
広
活
動

34



■大田市内の場合
お気に入りの場所として最も多かったのは、「三瓶山」となっており、次いで「大田市立中央図書館」、「イ

オンタウン大田」となっている。

［大田市内］

お気に入りの場所・行事・イベントポ
イ
ン
ト
13

お
気
に
入
り
場
所
で
は
、
市
内
よ
り
も

市
外
の
施
設
の
回
答
が
多
い
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■大田市外の場合
お気に入りの場所として具体な名称が特定できる施設の中で最も多かったのは、「ゆめタウン出雲」と

なっており、次いで「イオンモール出雲」、「しまね海洋館アクアス」となっている。

［大田市外］大田市内よりも市外施設の回答が多い

市外にある設備の充実した公園へ出かけ
る方も多い。

36



■満足度 （n=959）
大田市で満足している点として最も多かったのは、「自然が豊かである」となっており、次いで「治安が良

い」、「人間関係など地域の方との関係性が良い」となっている。

［満足度］

大田市に対する満足度

社会資本整備に対する満足度
はあまり高くはない

ポ
イ
ン
ト
14

自
然
、
人
間
関
係
な
ど
が
高
評
価
。
一

方
、
社
会
資
本
へ
の
満
足
度
低
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■人口減少要因
人口減少の要因として最も多かったのは、「働きたい職場が無い」となっており、次いで「娯楽施設が少

ない」、「給与水準が低い」となっている。

［人口減少の要因］

人口減少の要因

仕事面、生活環境面での意見が多い

ポ
イ
ン
ト
15

人
口
減
少
の
三
大
要
因
は
、
仕
事
、
都

市
機
能
、
公
共
交
通
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２．中高校生アンケート調査結果について

ポ
イ
ン
ト
16

愛
着
を
持
つ
中
高
校
生
は
多
い
が
、
将
来

に
お
け
る
可
能
性
も
提
示
す
る
必
要
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■高校生アンケート調査

【実施概要】

 実施月

• 2023年10月

 調査対象

• 各高校の2年生202人

 回収数

• 回収数：190票 回収率：94.1％

回数数対象数学校名

122125大田高等学校

6576邇摩高等学校

11出雲養護学校邇摩分教室

2－無回答

190202合計

［学校別回収数］

40

■中学生アンケート調査

【実施概要】

 実施月

• 2023年11月～12月

 調査対象

• 各中学校の2年生266人

 回収数

• 回収数：206票 回収率：77.4％

※所属学校を問う設問は設けていない。



【高校生】
大田市への愛着について、「強い愛着を感じる」と「あ

る程度愛着を感じる」が約8割を占めている。

［大田市への愛着］

41

■大田市への愛着

【中学生】
大田市への愛着について、「強い愛着を感じる」と「あ

る程度愛着を感じる」が約7割を占めている。

［大田市への愛着］

【中学生】
進学希望者は8割となっているが、そのうち2割は市外の高校に進学意向がある。

卒業後の進路、就職先について

［進路］

［就職希望先］ ［希望進学先］

42

ポ
イ
ン
ト
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約
2
割
は
市
外
の
高
校
に
進
学
す
る
意

向
が
あ
る



卒業後の進路、就職先について

［進路］

［就職希望先］ ［希望進学先］

43

【高校生】
進学希望者は7割、就職希望者は1割となっている。

【高校生】【中学生】

［居住しない理由］

44

■将来的に大田市に居住しない理由

［居住しない理由］

将来的に大田市に居住しない理由は、「行きたい大学、専門学校等が無いから」が最も多く、次いで「娯楽施設など
遊べる場所が少ないから」、「電車やバスを使った移動が不便だから」となっている。

中学生と高校生
での相違点①

中学生と高校生
での相違点②
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【市民・中高校生アンケートまとめ】現状と課題

課題①：「夢」の共有～大田市としての可能性、魅力、持続力を地域内外の次世代が共有できていない
課題②：「場」の創出～楽しみ、出会い、子どもの体験・交流、仕事、支え合い、居住の多彩な場所創出
課題③：「動」の連鎖～多彩な「場」を結節点に、「ひと」がつながり、挑戦と共生の「動き」が連鎖

ライフステージからみた現状

都市機能からみた現状

• 大田市に不足している点として、都市娯楽機能、職場、交通の3つの要因が挙げられている。
• 中心部と郊外部で、上記3つの要素に対する評価の違いがあまり見受けられない。すなわち、大田市

全体としての求心力が低い状態となっている。

• 都市機能の集積が弱いため、子育て世帯からは子供が遊べる場所が少ない、若者からも娯楽施設
が少ないなどの声があり、近隣市町へ出かける方が多い。

• 一方で、大田市において自然と触れ合う場や機会、種々の社会施設を望む声も多い。

• 回答の約半数近くがUIターン者となっており、人口は流動的となっている。
• ふたり親世帯Iターン者は結婚出産を機に来ており、独身世帯は転勤等のタイミングで来ている。

• パートナーとの出会いは、市内市外ともに半数の割合であるが、大田市に住みながらパートナーを見
つけた人も半数以上存在する（ただし、出会いの場が大田市内であるとは限らない）。

• 子育てに関して、仕事と家庭の両立が難しい世帯も見受けられ、夫（男性）の3割は子育てで職場を休
むことが出来ない状況にあるなど、男女差が存在している。

• 子育てに関する支援状況は、祖父母からの支援が大きく、居住関係が近いほど、その支援は手厚い。
• 特に経済的問題は、結婚期・子育て期の両方において意思決定に強く作用→所得確保と適切な支援。
• 中高校生アンケートでは、大田市に愛着を持っているものの、将来の居住可能性には迷いも見られる。

浮かび上がってきた課題と方向性～もっと人をつなぐ

生活基盤強化と
大田市魅力化向上

出生 幼少期 進学・就職期 結婚・出産期 子育て期 中高年期

■「未来への希望を共に育てる大田市」に向けての４つの枠組み（試案）

市全体

コミュニティ

働く
場

交流
の場

地元
の場

居住
の場

地
域
に
根
付
く

連
携
・
発
展
性

文化、資産を
受け継ぐ

地域と自分の
つながりを育む

循環型社会への大きな
可能性を伸ばす

互いの活躍を
支え合う

４つの場づくり ４つの方向性

市全体と
コミュニティ
の共進化

世代をつなぎ、未来への希望を共に育てる

大田市
「未来起動」

２０３０

世代を紡ぐ

2030年までに20代～30代が主

役となり、大田市の未来形を起
動するプロジェクト

20代～30代

の居住選択
が鍵自分と地域の未来へ

希望を育む

次の世代へ文化、
資産を受け渡す

大
田
市

の
持
続
可
能
力

「
21
世
紀
の
石
高
」

自己実現性

地区別定住戦略

未来への
希望を

「見える
化」

女性活躍
起業促進

多様な参加
出会いの場

小さな力を
つなぐ、記憶と
風景を紡ぐ

心地よい循環系
生態系としての
住まい

視点１：次世
代への投資
と安定した生
活基盤

視点２：ヒト・
モノ・地域の
つながりと拠
りどころ

視点３：大田
市のポジティ
ブさと魅力の
連鎖

世代の継承
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地域を超えて
広がっていく
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４．全国の関連事例紹介

地区別に人口診断
→具体的な定住目標を

共有（例えば、５年間で
30代子連れ世帯１組の
の定住増加）

48



美郷町における地元天気図ワークショップ

地区ごとにベテラン、ヤング、職員チームで取り組む 49

働く
場所

働く場所
山を守る、環境保全

低

高

高

高

高

高

高

高

高
高

仕事を持ちながら消防
団活動に尽力している。

消防大会で優勝

働く
場所

働く
場所

高
高

働く場所

若い
お⺟さん
集いの場

若者のあつ
まる場

暮らしに欠かせない
助かっている

低

将来の組織の
簡素化

低

高

地区を盛り上げる活動を
している

文化面で地区の盛り上げ

働く
場所

高

低

低

低

高

力を入れないの
なら別の施設と
して活用したい

高

再整備す
ればよい

若者のつなが
りが強み。み
んなでやる！

子どもや人が集まる
イベントを実施

若い後継者が多い
You Tubeでの配信
もしている

地域の盛り上げに
貢献している

地区を盛り上げる活
動をしている

地区の未来を担う存在
地区を盛り上げる、地区行事

に協力している
クリスマスにはサンタになる

神楽殿の建て替え
が迫っている

地区の盛り上げに
貢献している

働く
場所

働く
場所

働く
場所

高

高

高

低

若い
お⺟さん
集いの場

定住の
窓口

住職が常駐し
ていない

インスタ映え
綺麗になった

公⺠館3つに分ける必
要があるか。

1つにして、残りを宿
泊施設として利用 収入が安定して、働く

場として確立すれば、
若い人達の働く場にな

る。
食堂になったらいいな。

地区の中心
人が集まる

台

高

高

手厚い教育、
安い保育料

低

台

家族でみれない高齢者の
引き受け

施設があることで地域の
方が働く場になる

地産地消で弁当作り
高齢者、一人暮らしの
方たちの見守り

地区全体
人と人のつな
がりが強い

雇用の場

高 高

若いお⺟さんた
ちの集まりが

あったらいいな。
①若い世代の活動をみ
てもらい渡川の良さを
広く知ってもらう

②住む場所の確保
定住したいけど空き家がな
い・空き家があっても仏壇
がありすぐに住めない。

③高齢者の働ける場所
リタイアしたあとの第２の

働く場所

①〝こんにちや″の盛り
上げ

今からトイレもできる

②住む場所
空き家、住宅

⇒仏壇をまとめて管理する

③空き施設の活用
小学校or寺（⇒納骨堂）、

ヒタカズ
オートキャンプ場、堰堤

高

低 高

低 住む場所がない



各地区の定住戦
略を紹介する
ポスター掲示例

51

24地区の色＆漢字を揃えて、多彩な美郷町の魅力を発信！

52



24全地区で、わかりやすい「暮らしの手引き」を作成
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5555

～兵庫県明石市の事例～

10年連続で人口が増加。子供だけでなく、全ての人にやさしいまちづくりを進め
ている明石市。

・10年連続人口増
・子育て世帯の転入が増加
・兵庫県内でも唯一人口増の自治体

254,869
263,363270,722

287,606293,117291,027290,959293,409
303,601

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

（人） 明石市人口推移

15歳未満 15〜64歳 65歳以上 総数

子育て
世帯増

■2000年～2005年・年齢別変化率

■2015年～2020年・年齢別変化率

20年前はほとんどの世代
で流出している

人口動態が大きく改善
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～兵庫県明石市の事例～

5つの無償化と寄り添い支援を始めとした取組により成果を出してきた明石市。

■5つの無償化
・18歳までの医療費無料
・第2子以降の保育料無料
・中学校の給食費無料
・公共施設の遊び場無料
・おむつ定期便（0歳児見守り訪問）無料

■寄り添い支援
・養育費の立替払い
・子ども食堂を全ての小学校区で開催
・戸籍のない子どもの支援
・優生保護法被害者支援
・犯罪被害者支援・更生支援

■その他支援
・本のまち
・同性パートナーシップ制度の導入（ファミリーシップ制度）

■住民自らの取組
・商店街のバリアフリー化
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今、明石市が熱いㅯ～関西圏子育て世代流入NO1

～市役所がスペース借り上げ、多世代で市民パワー結集

58



「子ども食堂」から高齢者の「集いの場」まで多彩な活動
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地方都市では珍しい活気あふれる駅近くのアーケード街

60



駅前には子育て支援、図書館等の複合センター
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～兵庫県明石市の事例～

●個人市民税及び固定資産税などの市税は増加。

■取組の成果

147 151 153 153 155 158 160 162 166 169

32 34 33 36 34 39 31 34 30 25

165 159 160 164 163 166 169 171 171 171

33 32 32 33 33
33 34 34 35 3520 20 21 20 20
21 20 25 37 37397 396 400 406 405

416 414
426

440 436
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2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

（億円） 明石市の市税収入の推移

個人市⺠税 法人市⺠税
固定資産税 都市計画税
その他 市税割合
歳入に対する歳出の割合合計

※個人市民税：普通会計の状況シートより個人均等割と所得割の計
※法人市民税：普通会計の状況シートより法人均等割と法人税割の計
※その他：普通会計シートより軽自動車税、市町村たばこ税、鉱産税、特別土地保有税、法定外普通税、入湯税、事業所税、水利利益税等、法定外目的税、旧
法による税の計
※市税割合：普通会計の状況シートより歳入の決算額に対する地方税の合計の割合

●子育て世代流入

●土地・建物価値上昇
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〇中学卒業以降の
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貯蓄が可能になる
実収入 350～300
万円が必要

島根県中山間地域家計調査の結果概要（ｂｙ中山間C/有田研究員）

子育て世帯の収入・支出・貯蓄の特徴（50世帯/対象120世帯）

（200）
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子
供
進
学
を
含
め
た
将
来
支
出
へ
の
貯
蓄
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●21世紀の石高制～持続可能力を見える化

＜想定＞2005年データによる
１人当たり年間米消費量６０ｋｇ
＝１a当たり米最大生産可能量
として、旧村エリアごとに経営耕地
面積を基に、扶養可能人口と国勢
調査人口と比較し、差分を計算

両県の全域中山間地域
のエリアで２６４万人分
の余剰生産力
（中山間地域以外の地域で
は141万人の不足）

「先着●名様宣言ㅯ」へ

食糧
エネルギー
水資源
浄化能力
等を総合診断

大田市の江戸時代
石高＝31,572石ㅯ
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広域的な災害連携
の必要性

疎開保険で関係人口＆「パートナーエリア」形成

首都直下
地震

南海トラ
フ地震

智頭町

萩市

「萩フレンド
保険」実施

いざという
時は、

大田市へㅯ

将
来
は「
食
料
保
険
」
へ
進
化
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地域の新たな魅力の発見につながる「地元学」

立派な箱寿司が完成ㅯ

①職人技をその場で披露 ②現地案内人（地域住民）から知恵や技、想いを伺う

学生
案内人

案内人

③模造紙にまとめる ④地域の皆様の前で発表
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第2部：委員会内での主な意見とその集約結果

調査検討委員会を立ち上げ
人口減少対策について検討しましたㅯ

【概要】

 調査検討委員会は、大田市において結婚・出産・子育て・教育等に深く関わっておら
れる皆様と市民公募により応募いただいた皆様からなる委員会です。

 大田市の様々な人口分析や調査結果をもとに全5回の委員会を開催しました。
 座長は島根県立大学講師の村岡詩織氏が務めました。

【分析から得られた3つの事柄】

地区によって大きな人口動態の違い
⇒特色ある地域づくり

20歳前後の女性流出超過、取り戻し
が弱い

大田市全体としての
魅力・求心力の向上

■人口減少の要因

■地域特性

大田市の長期的持続可能性

■持続可能な地域づくり

【大事にした検討の視点】
 大田市全体⇔地域

 ライフステージ（子ども、若者・
親、おじいちゃん・おばあちゃん）

 大田市の持続可能性

68

委員氏名所属機関分野

村岡 詩織公立大学法人島根県立大学 講師有識者1

海原 泉大田市保育研究会 副会長 （あゆみ保育園 園長）保育所関係者2

和田 美佐大田市校長会 会長 （大田市立第一中学校 校長）学校教育関係者3

松場 奈緒子大田市子育て支援団体連絡会 会長 （森のどんぐりくらぶ 代表）子育て支援団体4

尾崎 楓連合島根西部地域協議会大田地区会議（帝人コードレ労働組合 組合員）労働者代表5

渡邊 徹大田市青年協議会 会長 （JAしまね石見銀山青年連盟）子育て当事者6

中村 沙也加保育園保護者会 （あゆみ保育園父母の会）子育て当事者7

尾原 智貴大田市立公立幼稚園PTA連合会 会長（大田市立大田幼稚園PTA 会長）子育て当事者8

小野寺 久美子大田市PTA連合会 会長 （大田市立大森小学校PTA 会長）子育て当事者9

平田 久美子大田はぴこ会 会長結婚支援10

漆谷 佑美子公益財団法人しまね女性センター女性政策11

宮里 陽子公募委員12

壷倉 祐磨公募委員13

実際の検討の場においては上記メンバー加えて、庁内連絡会議より、

政策企画課、まちづくり定住課、都市計画課、産業企画課、子ども家庭支援課、子ども保育課、学校教育課学事・魅力化推進室も会議に加わ
り、議論を行いました。

■「大田市総合的な人口減少対策事業」調査検討委員会 委員名簿

【全5回の検討委員会の概要】

主な議論テーマ日時回

現状の把握人生グラフの作成と人口動態の共有6/191

現状の把握、行政施策評価ヒアリング調査結果の共有と行政施策天気図ワークショップ7/312

現状の把握、対策の検討アンケート調査結果の共有とアクションプランの検討10/273

対策の検討、提言アクションプランの具体化と次なる一歩を踏み出すために
12/194

2/195
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子育て期〜
35歳〜

結婚・出産期
25〜34歳

進学・就職期
15〜24歳

幼少期
5〜14歳

出生
0〜4歳

子育てと仕事の
両立が大変

子供が反抗期に
入る

病院の予約に合
わせられない
小児科の選択肢
が少ない

子供にかかるお金
が想像より多い

結婚を機に
大田市を出る
産後ブルーを
経験する

かかりつけ医が
決まらない

近所（自治会）
とのつきあい
近くの商店が
なくなる

自宅から通える
大学が無い
一人暮らしの

孤独
転職したいと思
える企業が無い
就職により自由
な時間が無い
相談相手が近く
にいない

交通の便が悪い

親の都合で引っ
越し、転校

保育園に一人で
入学。不安。

家族との楽しみ
が増えた
祖⽗⺟の
育児協力

育児に対する
職場の理解

家、小・保、職
場が町内にある
保育園に
入りやすい

結婚した

子供が誕⽣した

子供医療費が無
料でありがたい

学校で出会った
友達と楽しい
一人暮らしが出
来るのが嬉しい
都会への
あこがれ

大田市内に就職

地元の仲間の
存在

すぐに友達が出
来て嬉しい
学校内で

一躍注目される

家族も友達も大
好きで毎日楽し

い
大人たちがいろ
いろ企画してく
れて楽しい
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第1回

 人口の流出入の要因を考えるためのきっかけとして、委員一人ずつの人生模様を描いた
「人生グラフ」を作成し、内容を共有いただきました。

人生グラフの作成と人口動態の共有

18,19歳の時に多くの人は進学

や就職で一旦大田を出ていると
思いますが、その時の気持ちを
思い返してみると、住み慣れた
地域から出るのが悲しい・寂し
い気持ちと、その一方で一人暮
らしができるというワクワク感の
両方の気持ちを持っていました。

■人生グラフ

 人生グラフ作成を通じて、「大田を出るときの気持ち」やUターン・Iターンの違い、外

からの大田市の評価と中にいることで感じる居心地の良さ、そしてなかなか気づき
にくい行政サービスや地域の支援による根底の支えがあったことが分かりました。

ま
と
め
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■ヒアリング調査結果の共有

第2回 ヒアリング調査結果の共有と行政施策天気図ワークショップ

ヒアリングを通じて、既に大田市には素晴らしい取組がたくさんあることが伺えました
が、点の取り組みだけでは不十分で、連鎖的に取り組んでいくことが重要であるとの気
づきを得ました。また、地域内での情報共有の不足や、若い世代が求める環境づくり
が不十分であることなどが共通の課題として見えてきました。

ま
と
め

地域ぐるみでドッグランを整備︕ 移住者が地域⾷堂開設︕

移住の決め⼿は⼣暮れコンサート︕

移住された方が地域食堂を開く。
地域の食材を使用し、ワンコインあ
れば誰でも参加できるこだわりの食
堂。

地域の雇用を担い、住まいを提供する地元企業
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・“教育と産業”“移住と教育”など分野間での連携が出来ると良いとの意見が出ました。

・今後大田市にとって有意義な事業を考えるための視点として、各事業のあて先という
ところを意識するとより良い気付きが得られるのではないかとの意見が出ました。

■大田市の施策に関する天気図ワークショップの結果

人口減少対策に関連する行政の各事業について、天気図マークを使って「良い」もしくは
「もう少し頑張る必要あり」で評価しながら、現状の施策に対する意見交換を行いました。

ま
と
め
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第3回 アンケート調査結果の共有とアクションプランの種の検討

子育て支援に関しては満足度が高
いものの、まだ認知されていないも
のがあったり、利用しにくいものもあ
るんだなということが分かりました。

地域の交通の不便さや子育て中の
親の時間不足などに対する不満が
ある一方で、昔は同様の問題が

あってもそれが普通だと受け入れら
れていたと思います。このことにつ
いて、多少生活に不便さがあっても
大田市に住むメリットを見出し、全
体として幸せだと感じる考え方に行

くことは出来ないのでしょうか。

［満足度］

■一時預かりについて
［利用有無］

■子育てをしていて困っていること



子ども子育て教育

地域資源活用

交流・出会いの場
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■アクションプランの種の検討

これまでの人口分析結果やアンケート調査結果をもとに、大田市全体としてはこういう仕組み
が必要ではないか、地域の中ではこういった取り組みが必要なのではないかというアクション
プランの種を全70案検討しました。以下、一部をご紹介します。

裏山復活
プロジェクト

神社寺子屋

中高生地域
ポイントゲーム

郷土料理を
食べよう

中高生と
大人達の
カタリバ

パワフルなヒト
育成塾

市独自の
奨学金

SUP海岸めぐり
ツアー

市民みんなの
給食の日

詳細については、
今後、市のホームページに掲載を予定しています。
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第3回で検討した70のアクションプランの種について、「市民主導」「市民行政協働」「行政主
導」の3つに分類し、そのうち4つの取組についてはより詳細な検討を行いました。

第4～5回 アクションプランの検討

完成したアクションプランは
このあと発表しますㅯ

市民主導（30個の種）
・市民行政協働

（32個の種）
のアクションプラン

4つの具体
アクションプラン

行政主導による
アクションプラン

（8個の種）

8つの
具体提言

←市民行政の役割分担→

全70のアクションプランの種分類作業

具体化作業

■アクションプランの具体化



A班の発表

プロジェクトの体制・関わり

特にこの世代にアプローチしたい！

プロジェクトの懸念点・今後の検討課題等

子育て世代にやさしい

まちづくり

• 積極的な託児を促すことで、子育てする
親自身の個人の時間が確保できる。

• 頑張らない・リフレッシュ・何もしない日を
作る

• R10年からは駅前でも
• 遊び目的＋相談可

• 託児してもらえる場所の把握
• 参加しやすい場所・日程調整
• 気軽に話しやすい雰囲気づくり
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プロジェクトのポイント

子育て世代を対象に、満足していること、課題に感じていることや要
因を話せる機会を提供する（不満を言うだけでなく、提案が出来る
ように）つながりづくり。

子供世代
若者・親
世代

おじいちゃん・
おばあちゃん
世代

支
援
者

地域

託児
サービス

子ども家庭
支援課

子育て中の母・父

・プレパパ・ママ
・市役所職員

（課としてではなく、子育て当事者
として）

市全体

企
画
者

参
加
者

支援

支援

76

4コマ漫画

両親がリビングで疲れた様子で座り込んでいます。周りにはおもちゃが散らばり、日々の育児の大変さを物語って
います。表情からは子育ての重圧が感じられます。1コマ目

こんな楽しく取り組む声が
聞こえてきます

両親が「子育て支援お試しチケット」のチラシを手にしています。少し使ってみようかなと前向きな気持ち
になっているようです。2コマ目

両親が他の親たちと交流し、子どもたちが安全に遊んでいる様子が描かれています。この交流を通じて、子育て
の悩みを共有したりしているようです。また、時には、美容院や病院なども行き、気持ちをリフレッシュしています。

3コマ目

家族がリビングで幸せなひとときを過ごしています。子育て支援を受けたことで明るい笑顔と新たな希望
が感じられます。4コマ目
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【市内】関連事例

～大田市の子育て支援事業について～

■一時保育
保育所等に入所していない子供さんで、出産・急病・看護・育児疲れ解消等のため一時的な
保育を必要とされる家庭を対象に、保育を行います。
市内実施施設：16施設

■延長保育
保育所の通常の開所時間の前後に３０分〜１時間延長して保育をします。
市内実施施設：11施設

■病児保育・病後児保育
児童が病気のため保育園では看てもらえないときでも、病気の回復期であれば、専用の保
育室で、看護師などと保育士が一緒になって、看護しながら保育します。
市内実施施設：1施設

■子育て支援センター
子育て支援センターは、育児相談やさまざまな子育ての支援を行っています。親子が気軽に
立ち寄り、安心して遊び、気軽に相談もできます。
市内実施施設：3施設

■ファミリーサポートセンター
「子どもを預けたい」「子どもを預かりたい」という人が会員となり、子どもの送迎や一時預か
り等の育児援助を行うことで、仕事と家庭の両立支援を図ります。あらかじめ会員登録が必
要です。
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【市外】関連事例

～4つの育児お任せ支援サービスの展開～

「大分県豊後高田市の取組」

豊後高田市の子育て支援は、地域全体で育児の負担軽減に力を入れています。例えば子
育て支援拠点施設においては、子どもの遊び場としてだけでなく、親同士の交流や相談がで
きる場所として無料で提供しています。さらに、通院、就職活動、保護者のリフレッシュのた
めの一時預かりサービス（就職活動に伴う一時保育も無料）も実施するなど、市として積極
的に子育て支援をPRし、地域社会としての育児支援の充実を図っています。



B班の発表

プロジェクトの体制・関わり

プロジェクトの懸念点・今後の検討課題等

地域資源活用サークルで

男女の出会い創出

• モデル地区選定（行政の協力）
• 実行委員会立ち上げ（市民主体を促す）
• 春に立ち上げ（内容例 テーブルとイス）
• 宣伝のち、夏1回目の企画として実施

• 男女の出会いの場をにおわせない宣伝
方法
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プロジェクトのポイント

廃材を利用して机や椅子などの家具を男女が協力して手作りする
過程で、自然な形での交流と出会いを促します。このプロジェクトを
通じて、参加者同士が協力し合いながら何かを創り出す過程で、新
たなつながりや、人生を共にするパートナーとの出会いに繋がること
に期待しています。

支
援
者

地域

地元大工
工務店

世話役
（まちづくり定住課）

提案者
（大学生 等）

大田市内の
男女

大田市外の
男女

市全体

企
画
者

参
加
者

引き込み 引き込み

支援 支援

特にこの世代にアプローチしたい！

子供世代
若者・親
世代

おじいちゃん・
おばあちゃん
世代
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4コマ漫画

提案者と世話役が地域資源を活用した取り組みについて熱心にアイデアを出し合っています。1コマ目

こんな楽しく取り組む声が
聞こえてきます

提案に応じて集まったのは、意気揚々とした若い男女たち。彼らにはどんなことができるのでしょうか。2コマ目

今回のプロジェクトでは廃材を利用して「机」と「椅子」を作成します。地元の大工さんを講師に迎え、一緒に力を
合わせて創作に取り組みましょう。

3コマ目

各自の作品が無事完成し、参加者同士の絆が深まりました。中には良い関係を築き始めている男女も。
実は、この家具作りに使われた場所は以前から空き家だったのです。作品作りで絆が深まった彼らは、
次は空き家の改修に意気込んでいます。

4コマ目
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【市内】関連事例

～スポーツを通じた男女の自然な出会いを促す取組～

「いい汗流していい恋しようㅯスポーツで KONKATSU in SOTAI」

運動が苦手でも心配無用ㅯ「スポーツで繋がる恋活ㅯ」は、一人でも、チームででも楽しめる
新しい形の婚活イベント。ソフトバレーとバドミントンで楽しく体を動かし、新たな出会いを探し
ましょう。運動が得意でない方も、レクリエーションを通じて楽しく参加できる。

スポーツの後は、和やかなティータイムでリラックス。運動後のトークタイムは、自然と会話が
弾み、何組かマッチングにも繋がっている。
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【市外】関連事例

～共同作業を通じた男女の自然な出会いを促す取組～

「初春の芋煮会コン in 萩市」

「萩の春恋活ㅯ」では、萩市の自然を背景にした芋煮会で新たな出会いを探しましょう。手作
りの芋煮と共に、同じレシピでも異なる味わいの食べ比べも楽しめます。アウトドアの温もり
と、1対1の自己紹介タイムで心もぽかぽか。イベント前のコミュニケーションセミナーで親密さ
もアップ。GO-ENプロジェクト主催で、恋も結婚も応援します。この春、萩で新しいご縁を見つ
けましょうㅯ



C班の発表（その１）

プロジェクトの体制・関わり

プロジェクトの懸念点・今後の検討課題等

地区巡回型

マルシェ

• 各まちづくりセンターで月1回の開催（持
ち回り）

• まちづくりセンターを通じて地域の元気な
人を呼ぶ

• 実行委員会を設立し、地域の子どもやよ
り多くの地域団体を巻き込む。

• 持続可能なやり方
• 入荷商品の品揃え・数の安定を考えても、
地区の持ち回りとすることへの協力可否。

• 商品がきちんと集まるかどうか。
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プロジェクトのポイント

地域の特産品や工芸品などを販売する巡回型マルシェを開催。地
元の生産者が直接消費者と交流し、地域の活性化を図るとともに、
地元産品のPRにつなげる。

支
援
者

地域

JA
まちづくり
センター

まちづくり定住課

実行委員会
（地元の元気な人）

地域住民 観光客

市全体

企
画
者

参
加
者

買う人

場・情報
提供

売る人

漁協

オーガニック農家

邇摩高校 農林大学校
産業企画課

買う人

連携

特にこの世代にアプローチしたい！

子供世代
若者・親
世代

おじいちゃん・
おばあちゃん
世代
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4コマ漫画

地元の元気な大人3人が、地元で何か新しいことを始めようと何やら話し込んでいるようです。1コマ目

こんな楽しく取り組む声が
聞こえてきます

行政と高校生も議論に加わり、地域全体でマルシェをやってみよう意気込んでいます。2コマ目

マルシェ開催に向けての準備面で不安そうな表情を浮かべる大人と、それに対してワクワクしている高校生がい
ます。大人の一人が、各地区持ち回りでやったらいいのではないかと提案し、やっと次に進むことが出来そうです。

3コマ目

若者を含む多くの人々が、地元の食材に触れ、その魅力を再発見している様子。このマルシェを通じて、
参加者たちの間で大田市への愛着が深まったようです。4コマ目
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【市内】関連事例

～大田市内の各地で行われているマルシェ～

「イケイケ池田チャレンジマーケット」 「湯里楽市」
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【市外】関連事例

～軽トラックの荷台を店舗に見立てた産直市～

「軽トロ市」

2016年6月26日(日) 江津土建前（江津市江津町）にて開催された「第一回 軽トロ市 ごうつ・
いいもの」。江津で採れた新鮮なお野菜などの農産物が大集合しました。
軽トラックの荷台は、小さいように見えて大ボリュームㅯ

江津で採れた新鮮なお野菜が飛ぶように売れました。お野菜もひとつひとつ丁寧に梱包され、
新鮮なお野菜を安価で購入できると、お子様連れで大賑わいㅯ

出典）合同会社G-WORKS ホームページ



C班の発表（その２）

プロジェクトの体制・関わり

プロジェクトの懸念点・今後の検討課題等

中高生と若手起業継業家の

リンク塾

• 大田らしさとして、子育てと仕事の両方の
ノウハウを伝えるために、特に女子学生
を狙ったプログラムを展開

• 教育委員会が窓口となり、年間で学生
が活動できる日を調整

• 教える側においても可能な日を調整

• 高校生が忙しすぎる。
• 学校と起業人をどうつなげるか（日程調
整等において、教育委員会および産業
企画課が関わることができると心強い）

• この取り組み自体をどう継続させるか（数
年では効果が見えない。）
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プロジェクトのポイント

メンター制度を通じて、地元企業の若手経営者や継業家から直接
学び、経営や起業の実践的スキルを身に付けるワークショップを定
期的に開催。また、キャリア教育の一環として、中学校・高校と連携
し、起業創業への理解と意識の向上を図る。

教
え
る
側

地域

継業している人 産業企画課

教育委員会

高校生（ダイコウラボ、邇摩高校）

市全体

教
わ
る
側

教える

子ども保育課

商工会議所青
年部・JC

都会で活躍して
いる人

子育て経験者

教える人

起業継業したい
学生を増やす

教わる人
中学生（職場体験時、手挙げ）

特にこの世代にアプローチしたい！

子供世代
若者・親
世代

おじいちゃん・
おばあちゃん
世代
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4コマ漫画

放課後のある日、女子高生がマイウェイカフェで、仕事と子育てを両立する大人の話を聞き、自分の未来につ
いて夢を膨らませています。しかし、結婚や子育てに関する具体的なイメージはまだ持っていないようです。1コマ目

こんな楽しく取り組む声が
聞こえてきます

高校卒業後、彼女は以前聞いた大人の話に影響を受け、自分も都会で起業することを決意します。2コマ目

時が流れ、彼女は無事に就職し、結婚し、子どもにも恵まれました。そして夢だった起業も実現。家族と共に幸
せそうに暮らし、彼女の人生が順調に進んでいるように見えます。

3コマ目

しかし、仕事と育児の両立の難しさに直面し、思い描いていた人生とは異なる現実に直面している姿があります。
そんなある日、ふと、大田で仕事と子育てを楽しむ大人の話を思い出します。そして、「そうだ、大田に帰ろう」と
決意。故郷の風景や温かい人々に囲まれ、家族ともっと幸福な人生を送ることを願うようになります。

4コマ目
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【市内】関連事例

～起業・創業支援～

「ふるさと大田起業・創業支援事業」

本
事
業
の
活
用
に
よ
り

起
業
・
創
業

さ
れ
た
例

栗まんじゅう 栗寅

HairSalon Cu・Be

大田市では、空店舗等を活用して小売業・飲食業・サービス業等の起業・創業をされる方に
対して、経費の一部を補助することにより、地域の経済活性化と賑わい創出を図っています。
改修費、備品購入費、備品リース費、家賃、広告宣伝費の1/2以内を補助、補助上限は100

万円です。

select shop MYRO

CAFÉ＆PASTA Piccolino
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【市外】関連事例

～女性をターゲットにした起業創業支援の取組～

「みよしアントレーヌ」

三次市では、女性の起業家の社会的な認知度を高め、多くの女性の起業を応援するため、

市内で起業した女性を対象に「女性起業家認定制度」を創設し、「みよしアントレーヌ」として
認定しています。（平成31年4月に創設）。

認定された方には認定証（盾）が交付され、また、市の女性起業家支援を受けられる特典も
あります。
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以下4テーマについてパネルディスカッションを行います。
＊①②③は、「キーワード方式」で進めます。

④は「漢字一文字方式」で進めます。

第3部：パネルディスカッション

①大田市の人口減少の要因とその課題
大田市が直面している人口減少に関して、特に大きな要因と考えられるもの、あるいは課題につ

いて簡単にその内容をご説明ください。

②大田市全体あるいは各地元で実践する取組みとその戦略
大田市全体あるいは各地区で必要あるいは大切と思われる具体な取組や体制づくりについて、

「こんなことをやっていきたいㅯ」あるいは「こんなことが必要だㅯ」というものについて簡単にその内
容や体制についてご説明ください。

③大田市の価値と魅力の再発見・共有
上記②のようなことを取組むにあたって、大田市の魅力や誇りは何なのか、何を移住者や次世代

に伝えていくべきなのかについて簡単にその内容をご説明ください。

④未来に向けての提言
それぞれの地域の持続可能な未来に向けて、みんなで共有すべき大切な心構えや条件整備等に

ついて、「漢字一文字」で表現し、その意味するところを簡単にご説明ください。


